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考察・改善点 
　消毒用エタノールを用いたＤＳＳＣの方が湯を用いたものより電圧、電流の数値が高いため、
湯よりも消毒用エタノールを用いたＤＳＳＣの方が起電力が高くなると考えられる。試作品の起電
力測定の際、完成したＤＳＳＣの酸化チタンペーストがはがれてしまうことがあったので、酸化チ
タンペーストの塗布方法を見直す必要がある。 

目的 

結果 
消毒用エタノールで色素を抽出した場合 
解放電圧　0.021v　　直流電流　17.6μA 

 
90℃の湯で色素を抽出した場合 
解放電圧　0.011v　　直流電流　9.5μA 

実験方法 
①　酸化チタン、ポリエチレングリコール、蒸留水を混ぜ酸化チタンペーストを作製する。 
②　酸化チタンペーストを導電性ガラスの導電面に塗布し、550℃で焼き付ける。 
③　焼き付けた導電性ガラスをホトケノザを溶媒とともにすりつぶした色素抽出液に60分浸す。 
④　異なる導電性ガラスの導電面に4Ｂ鉛筆でグラファイトを塗布する。 
⑤　④または③の導電性ガラスの導電面にヨウ素液を2、3滴落とし、もう一方の導電性ガラスの 
　導電面と重ね合わせ、固定する。 
⑥　①～⑤で作製したＤＳＳＣを照明装置から4ｃｍの位置に置いて光を当て、電流、電圧を測定 
　する。 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動機 
　色素増感太陽電池(以下ＤＳＳＣ)は、色素の光励起の特性を用いた太陽電池である。先輩方
の先行研究で、バラの色素を用いたものが作られていた。そこで、自然に繁殖する身近な植物
の色素を用いてＤＳＳＣを作製すれば、費用を抑えられるのではないかと考えた。 

目的 
　自然に繁殖している身近な植物を用いてＤＳＳＣを作製し、起電力を計測する。 
　色素を抽出する溶媒が消毒用エタノールの場合、90℃の湯の場合の2パターンを作製し、結果
を比較する。 

図1　
エタノールで抽出した色素の様子

図2　
90℃の湯で抽出した色素の様子


